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建
設
事
業
者
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と
し
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界
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会

計

l
四

億

三

千

九

百

万

円

一

り

ま

す

が

、

と

れ

ら

歳

出

に

要

す

る

財

一
源
は
、
村
説
三
Mm
の
ほ
か
は
補
間
以
と

l
特

別

会

計

l
七

千

九

百

六

十

万

円

一

長

期

起

債

に

た

よ

る

も

の

で

あ

り

、

辺

一
地
及
び
過
疎
の
特
別
債
宇
佐
認
め
ら
れ
て

、
一
(
本
年
度
予
算
の
特
色
に
つ
い
て
、
一
を
期
す
べ
く
、
校
舎
の
新
築
費
と
し
て
一
事
乞
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。
一
お
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

一
稲
田
村
長
か
ら
原
稿
そ
寄
せ
て
い
た
一
一
億
円
の
特
別
財
源
を
も
っ
て
お
り
ま
一
県
政
の
主
策
で
あ
り
ま
す
福
祉
対
策
一
以
上
簡
略
な
説
明
で
す
が
、
こ
れ
ら

一
だ
き
ま
し
た
の
で
原
文
の
ま
ま
掲
載
一
す
。
一
費
用
も
、
急
増
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
一
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
村
民
各
位

一
い
た
し
ま
す
。
)
一
更
に
併
せ
て
、
本
村
の
重
霊
策
で
京
、
特
に
村
民
の
関
心
を
も
っ
道
路
整
一
の
建
設
的
ご
協
力
が
な
く
て
は
す
べ
て

一
一
あ
り
ま
す
林
業
構
造
改
善
事
業
も
、
今
一
備
に
対
し
て
、
我
々
の
要
望
に
見
合
う
一
完
了
出
来
ま
せ
ん
。
と
協
力
の
程
、
ひ

一
本
年
度
は
、
山
振
事
業
最
終
年
度
に
一
年
終
了
年
度
で
あ
り
ま
す
た
め
、
新
設
一
園
、
県
の
補
助
枠
が
少
な
す
ぎ
る
こ
と
一
主
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
J

寸
-q
計
画
包
去
語
化
は
無
理
と
い
一
農
林
道
一

O
線
警
宝
土
と
し
て
、
教
豆
が
残
念
に
恩
わ
れ
ま
す
o

p

一
す
。
(
村
長
稲
田
三
塩
〉

一
た
し
ま
し
で
も
、
村
財
政
の
全
力
を
投
一
貿
と
同
じ
三
O
鮮
の
費
用
在
見
込
ん
で
一
県
下
で
も
特
殊
な
地
域
と
い
わ
れ
る

一
人
し
、
諸
費
用
の
自
然
増
の
中
に
あ
っ
一
あ
り
ま
す
。
本
村
の
経
済
産
業
と
い
え
一
当
村
で
は
、
一
昨
年
度
よ
り
国
営
の
治

わ
守
本
年
度
よ
り
教
育
施
設
の
整
備
に
一
ば
、
一
次
産
業
以
外
に
は
見
当
ら
な
い
一
山
及
び
砂
防
の
各
事
業
を
と
り
入
れ

1
T
B京
を
お
き
、
先
ず
一
統
合
中
学
の
実
現
一
現
状
で
す
の
で
、
こ
の
投
資
効
果
の
実
一
て
、
後
年
の
災
害
対
策
そ
は
か
つ
て
お
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12.繰 越 3ノIi: 12.矛 備 費 344 0.1 

13.諸 収 入 641 0.1 
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い
た
わ
り
の
言
葉
の
こ
し
て
発
つ
子
ら
に

清

水

心
残
り
を
段
畑
に
打
ち
込
む

表
彰
状
記
念
写
真
崇
送
ら
れ
て

関

井

毎
日
ひ
ら
く
楽
し
い
日
課

下
刈
り
そ
峯
ま
で
終
え
て
降
り
み
れ
ば

大

西

は
や
谷
峡
は
暮
色
迫
り
ぬ

粟
の
実
の
落
ち
そ
め
け
れ
ば
秋
迫
り

国

井

そ
よ
ぐ
朝
風
さ
わ
や
か
な
り
し

稲

森

夏
は
す
が
し
く
家
を
つ
つ
め
り

二l

っ
た
か
づ
ら
家
の
根
石
に
生
い
育
ち

泉

谷

醒
冬
の
日
々
の
続
け
ば
家
庭
の
桜
桃
す
で
に
京
ぶ
き
初
め
た
り

イ言

初
便
り
新
婚
の
く
ら
し
こ
ま
ご
ま
と

関

井

親
の
健
康
祈
り
て
結
ぶ

;恵

窓
に
消
え
ゆ
く
野
ば
ら
や
あ
ざ
み
冴
え
て
見
ゆ

佐

伯

一
泊
温
泉
母
の
日
の
旅

君

子 l

議

明

一戸

さ
れ
気
な
く
吾
れ
は
外
に
い
で
ゆ
く

田

亡
き
母
の
着
物
を
妻
の
千
し
お
れ
ば

名

本

樹
々
の
穏
に
冴
え
見
ゆ
る
か
も

勅

j銭

老
梅
の
株
根
に
立
つ
る
野
だ
て
の
傘

貞

道

夕
陽
照
る
庭
に
椿
の
花
咲
き
ぬ

古

梅

空
き
家
と
な
り
て
泰
め
ぐ
り
来
し
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必
斗和昭

栗
と
柿
の
管
理

よ
う
に
す
る
。
ま
た
収
穫
期
に
な
る
と

一
虫
フ
ン
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

一
、
モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
の
防
除
一
乙
の
場
合
は
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
の
原
被

こ
の
害
虫
は
そ
モ
ノ
メ
イ
ガ
と
云
わ
一
ま
た
は
五
十
倍
液
を
虫
穴
へ
注
入
し
て

-
れ
る
よ
う
に
本
来
は
モ
モ
に
発
生
す
る
一
土
で
桂
を
す
る
。

一
害

J

且
で
と
の
よ
ろ
な
名
が
つ
け
ら
れ
た
一
三
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
草

一
の
汚
あ
る
が
、
年
一
一

t
一
面
の
窪
寺
一
生
栽
培

一
第
一
回
目
は
モ
毛
に
発
生
し
、
第
二
回
一
山
林
を
所
有
す
る
農
家
で
は
栗
圏
の

一
回
は
栗
に
発
生
す
る
の
で
あ
る

6

一
草
刈
り
作
業
は
大
変
な
も
の
で
あ
る
。

v

J

、
一

ζ
の
害
虫
の
被
害
は
栗
の
イ
ガ
に
産
一
栗
聞
の
イ
タ
リ
ア
ン
草
往
怯
草
刈
り

-
一
卵
し
一
Y

や
が
て
幼
虫
と
な
っ
て
イ
ガ
を
一
労
働
が
省
け
地
力
の
増
進
が
出
来
る
の

一
食
い
落
し
た
り
、
ま
た
、
収
穫
時
期
に
一
で
一
石
二
鳥
で
あ
る
。

一
虫
食
い
栗
と
な
り
敬
遠
さ
れ
る
恐
る
べ
一
種
ま
き
の
時
期
は
八
月
下
旬
か
ら
九

一島
A

害
虫
と
云
え
る
。
発
生
被
害
の
程
度
一
月
よ
句
で
十
ア
ー
ル
当
り
一
一
2
=
辛
口
'

一
は
園
地
に
し

i

よ
っ
て
異
な
る
の
で
一
様
に
一
の
種
子
が
必
要
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
ン

r

一
一
宮
え
な
い
が
、
隣
接
産
地
の
小
田
町
で
一
は
肥
料
の
吸
収
力
が
旺
盛
で
あ
る
か
ら

ト
;J

一
四
十
四
年
調
査
も
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
一
秋
胆
春
肥
各
十
ア
ー
ル
当
り
二
十
キ
ロ

ヰ
わ
無
消
毒
の
雲
ニ
士
一
千
七
十
三
笠
程
度
高
度
化
成
毒
す
必
要
が
あ
る
。

一
の
被
害
の
華
そ
生
じ
て
い
た
。
一

一
メ
イ
ガ
が
栗
に
発
生
す
る
時
期
は
七
一
圃

一
月
中
旬
か
ら
九
月
中
旬
に
発
生
す
る
と
一

一
云
わ
れ
て
い
る
の
で
、
震
の
適
理
一
〔
柿
〕

一
七
月
下
旬
、
八
月
よ
旬
、
八
月
下
旬
の
一
一
、
摘
果

ー
一
三
回
の
防
除
が
好
ま
し
い
。
農
薬
散
布
一
今
年
は
結
果
過
多
の
樹
が
多
く
乙
の

一
回
数
を
少
な
く
す
る
場
合
は
七
月
下
旬
一
ま
与
の
状
態
で
は
樹
勢
が
弱
っ
た
り
、

一
と
八
月
中
下
旬
の
二
回
散
布
で
も
可
成
一
果
実
か
小
さ
く
な
る
の
で
七
月
中
旬
頃

一
り
の
劫
果
話
零
言
。
散
布
薬
剤
一
葉
二
十
枚
に
一
個
の
割
合
に
な
る
よ
う

一
は
デ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
粉
剤
を
十
ア
ー
ル
一
摘
果
す
る
。

一
当
り
四
2
六
キ
ロ
散
布
す
る
。
一
二
、
病
虫
害
防
除

一
メ
イ
ガ
防
除
試
験
一
柿
で
は
タ
ン
ソ
病
、
ヘ
タ
ム
シ
が
恐

一
(
四
十
四
年
小
田
町
供
試
一
れ
ら
れ
る
も
の
で
、
乙
れ
ら
は
早
期
務

一
薬
剤
、
ェ
ル
サ
ン
粉
剤
)
一
田
市
と
関
係
が
深
く
防
除
の
徹
底
が
必
要

-

l

-

一i

一
で
あ
る
。

号

一

む

一

自

家

用

菌

で

は

六

月

中

下

旬

、

七

乙
1
1
昨
日
山
吐
f
l
u
-上
旬
、
八
月
中
下
旬
の
ダ
ク
セ
ン
水

2
-
m

掬

"

I

初

鮒

駒

ω
初

m

m

一
~
川
一
和
剤
五
O
O倍
加
用
パ
イ
ジ
ツ
ト
乳
剤

第
一
二
、
天
牛
の
捕
殺
の
散
布
が
必
要
で
あ
る
J

戸
天
牛
は
六
月
中
旬
2
七
月
下
旬
に
栗
一
カ
イ
コ
の
飼
育
期
間
中
で
桑
園
と
隣

の
幹
へ
産
卵
を
す
る
か
、
株
一
面
、
五
接
し
て
い
る
果
樹
園
躍
に
つ
い
て
は

.
十
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
の
皮
に
一
セ
ン
チ
霊
農
家
と
相
談
し
た
よ
で
散
布
溢
れ

程
の
虫
の
食
い
あ
と
が
見
え
る
の
で
そ
↓
ま
す
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

乙
を
木
質
部
ま
で
掘
っ
て
み
る
と
米
粒
一

大
の
卵
が
あ
る
の
で
こ
の
卵
を
つ
ぶ
す
一

〔栗〕

(
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
) 、

、P

i -??????空10El一一空:c一一千四一一一i
緑の山々にこだまする
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統合中学校整地工事着工

ブ、ル

統
合
中
学
校
用
地
買
収
も
地
主
を
は

じ
め
、
関
係
者
の
と
協
力
に
よ
り
、
円

満
に
調
印
を
終
り
、
五
月
十
日
現
地
で

村
理
事
者
、
議
会
議
員
、
統
合
中
学
校

建
築
委
員
、
地
主
会
員
、
教
育
委
員
、

河
辺
、
北
平
両
中
学
校
長
、
区
長
等
八

十
名
が
出
席
し
て
、
本
事
業
の
無
事
完

成
を
祈
念
し
、
起
工
式
を
挙
行
い
た
し

ま
し
た
。

整
地
工
事
は
村
直
菅
T
施
エ
し
、
建

築
工
事
は
近
日
中
に
設
計
を
終
り
、
文

部
省
の
認
可
を
得
て
請
負
に
附
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

本
年
度
中
に
本
校
舎
延
一
、
七
九
O

平
方
米
(
鉄
筋
三
階
建
)
建
築
す
る
予

定
で
す
。

(
河
辺
村
教
育
委
員
会
)
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眠
り
す
ぎ
、
休
み
す

ぎ
は
大
敵

る
だ
け
で
す
。
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[
お
知
ら
せ

お
と
し
よ
り
の
職
業
相
談
に
つ
い
て

愛
媛
県
老
人
職
業
相
談
員
設
置
の
お
知
ら
せ

本
年
四
月
一
日
か
ら
、
六
十
歳
以
上
の
入
の
職
業
相
談
含
毎

週
、
月
、
水
、
金
曜
日
に
、
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
午
後
五
時

ま
で
、
次
の
場
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
遠
慮
な
く
、
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
、
事
情
に
よ
り
、
お
い
で
に
な
る
こ
と
の
出
来
な
い
方

は
、
電
話
か
は
が
ま
で
結
構
で
す
か
ら
ど
連
絡
下
さ
い
。
そ
の

場
合
は
相
談
員
が
直
接
訪
聞
い
た
し
ま
す
。
，

受
付
場
所

_'‘ 

八
幡
浜
市
広
瀬

八
幡
浜
公
共
職
業
安
定
所

苧
七
九
六
電
話
@
四

O
一一言一

l 

行
方
不
明
者
を
さ
が
す

相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

警
察
で
は
、
毎
年
と
の
よ
う
な
相
談
所
を
ひ
ら
い
て
、

不
明
者
を
き
が
し
て
お
り
ま
す
が
今
年
も

七

月

十

八

日

宇

和

島

警

察

署

七
周
二
十
五
日
松
山
東
警
察
署

時
聞
は
い
ず
れ
も
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

家
出
人
、
季
節
労
働
者
な
ど
、
長
期
間
音
信
が
な
く
て
、
十
も

し
や
と
思
わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
相
談
所
へ
来
て
一
わ
き

(
大
洲
警
察
署
河
辺
駐
在
所
)

:行
方

挨

拶

，弘

就

任

薫
風
、
新
緑
の
よ
い
季
節
で
ご
ざ
い
ま
す
が
村
民
の
皆
様
に

は
益
々
御
健
祥
で
お
過
し
の
こ
と

ι存
じ
ま
す
。

担
て
、
私
と
の
度
本
村
教
育
委
員
会
の
ご
推
せ
ん
に
よ
り
ま

し
て
、
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
本
村
公
民
館
長
と
し
て
就
任
い
た

す
こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
。

き
わ
め
て
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
村
民
各
位
の
ど
指
導
と

ど
鞭
捲
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
、

ご
存
知
の
と
お
り
公
民
館
の
活
動
分
野
は
大
変
広
範
囲
で
、

し
か
も
焦
点
が
な
か
/
¥
つ
か
み
院
く
L
唯
今
の
と
こ
ろ
何
か

ら
手
を
つ
け
て
よ
い
や
ら
五
里
霧
中
で
あ
り
ま
す
が
幸
い
に
公

民
館
活
動
に
深
い
理
解
と
経
験
を
持
っ
て
い
ら
れ
る
戸
問
主
事

を
は
じ
め
優
秀
な
各
分
館
長
の
ご
助
言
と
ご
支
援
を
い
た

r
e

あ
が
る
い
地
域
社
会
作
り
に
適
進
い
た
し
た
い
.
と
存
じ
ま
す
。
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
oe.

公
民
館
報
紙
上
を
借
り
て
私
の
就
任
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

昭

和

四

十

八

年

六

月

河
辺
村
公
民
館
長
h

船

回

正

ー喧

路

ド


